


ユネスコ無形文化遺産登録に係る評価のポイント
・地域の人々が一体となって、文化の粋をこらした行事であること。
・曳山を伝統的な工芸技術により、何世紀にもわたり維持してきたこと。
・奉納狂言などの行事のために、年間を通じて準備や練習に取り組んでいること。
・曳山祭のコミュニティは、無形文化遺産の保護にあたり全世界のモデルと評価されたこと。

 

お
祝
い
の
言
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
浜
市
長　

藤
井　

勇
治

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
誠
に           

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
長
浜
市
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
代
表
し
て
お
祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
登
録
は
、
長
浜
曳
山
祭
が
世
界

に
認
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
大
変
嬉
し
く
、
ま

た
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
長
浜
市
だ
け
で
な
く
滋
賀
県
を
代
表
す
る
祭
と

し
て
の
誇
り
と
気
概
を
も
っ
て
、
全
世
界
に
滋
賀
・
長
浜
の
文
化

を
情
報
発
信
し
、
未
来
永
劫
こ
の
祭
を
伝
え
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ　
　
　
　
　

　
　

長
浜
曳
山
祭
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
推
進
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会　

長　

山
田　

富
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
回
の
登
録
は
、
長
浜
曳
山
祭
に
携

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
る
者
と
し
て
大
変
誇
り
と
な
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
浜
曳
山
祭
に
無
限
の
価
値
が
生
ま
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
こ
と
を
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
は
綿
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
曳
山
文
化
を
後
世

に
伝
え
る
一
つ
の
節
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

礼
に
始
ま
り
礼
に
終
わ
る
。
長
浜
曳
山
祭
の
心
意
気
を
後
世
に

伝
え
る
こ
と
は
、
長
浜
市
の
発
展
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
、
こ
の

登
録
を
機
に
、
祭
の
伝
承
に
ま
す
ま
す
磨
き
を
か
け
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
と
は

　

ユ
ネ
ス
コ
が
登
録
し
て
い
る
遺
産
等
は
、

世
界
遺
産
、
無
形
文
化
遺
産
、
記
憶
遺
産

な
ど
の
６
つ
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
長
浜
曳
山
祭
な
ど
が
登
録
さ
れ
た

無
形
文
化
遺
産
は
、
芸
能
、
社
会
的
慣
習
、

儀
式
お
よ
び
祭
礼
行
事
な
ど
の
文
化
遺
産

を
登
録
す
る
も
の
で
、
２
０
０
３
年
に
ユ

ネ
ス
コ
総
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
無
形

文
化
遺
産
保
護
条
約
に
基
づ
く
も
の
で
す
。

現
在
全
世
界
で
３
３
６
件
登
録
が
あ
り
、

う
ち
22
件
が
日
本
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
２

０
１
５
年
12
月
現
在
）

　

日
本
の
こ
れ
ま
で
の
無
形
文
化
遺
産
登

録
は
、
歌
舞
伎
、
紬
、
和
食
、
和
紙
な
ど

日
本
を
代
表
す
る
文
化
で
あ
り
、
こ
れ
に

登
録
さ
れ
る
意
味
は
大
き
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。

湖
北
の
文
化
の
結
集
と
し
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
浜
曳
山
祭

　

湖
北
地
域
は
、
古
代
か
ら
豊
か
な
農
業

生
産
と
多
く
の
人
の
往
来
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
経
済
的
に
発
展
し
、
集
落
で
は
、
太

鼓
踊
り
や
神
輿
な
ど
の
祭
礼
文
化
が
栄
え

ま
し
た
。

　

ま
た
、
草
野
槍
や
国
友
鉄
砲
な
ど
の
生

産
を
支
え
た
職
人
た
ち
の
技
術
が
、
浜
壇

な
ど
の
生
産
に
つ
な
が
り
、
職
人
文
化
が

花
開
き
ま
し
た
。

　

11
年
間
途
絶
え
た
子
ど
も
狂
言
が
戦
後

初
め
て
行
わ
れ
た
と
き
は
、
狂
言
を
小
谷

丁
野
町
の
子
ど
も
た
ち
が
演
じ
ま
し
た
。

戦
後
の
混
乱
で
、
長
浜
で
は
上
演
の
準
備

が
で
き
な
い
た
め
、
丁
野
の
振
付
師
富
士

松
山
楽
に
上
演
を
委
託
し
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
す
。
山
楽
は
自
身
の
孫
を
含
む
12

人
の
丁
野
の
子
ど
も
を
連
れ
て
上
演
し
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
長
浜
曳
山
祭
は
、
長
浜
中

心
市
街
地
の
祭
で
す
が
、
祭
礼
文
化
・
職

人
文
化
・
芸
能
等
幅
広
い
湖
北
文
化
の
結

集
と
い
え
ま
す
。

今回登録される33件の「山・鉾・屋台行事」

〈ユネスコ無形文化遺産分布図〉

八戸三社大祭の山車行事 魚津のタテモン行事 犬山祭の車山行事
花輪祭の屋台行事 高岡御車山祭の御車山行事 桑名石取祭の祭車行事
角館祭りのやま行事 城端神明宮祭の曳山行事 鳥出神社の鯨船行事
土崎神明社祭の曳山行事 青柏祭の曳山行事 上野天神祭のダンジリ行事
新庄まつりの山車行事 高山祭の屋台行事 京都祗園祭の山鉾行事
日立風流物 古川祭の起し太鼓・屋台行事 長浜曳山祭の曳山行事
烏山の山あげ行事 大垣祭の車山行事 戸畑祗園大山笠行事
鹿沼今宮神社祭の屋台行事 知立の山車文楽とからくり 博多祗園山笠行事
佐原の山車行事 須成祭の車楽船行事と神葭流し 日田祗園の曳山行事
川越氷川祭の山車行事 亀崎潮干祭の山車行事 唐津くんちの曳山行事
秩父祭の屋台行事と神楽 尾張津島天王祭の車楽舟行事 八代妙見祭の神幸行事

東北、関東、中部、北九州に多く分布していることがわかります。この33件の中で子ども狂言を伝承してい
るのは、長浜曳山祭のみで、大きな特徴となっています。

東
北

関
東

中
部

中
部

近
畿

九
州

今回の登録を記念して、来春の長浜曳山祭
本日に、全基が御旅所に勢揃いします。

〈平成５年　長浜曳山祭12基集合写真〉

高円宮殿下記念地域伝統芸能賞受賞
　10月29日(土)に長浜で開催された日本の祭り in
ながはま2016において受賞。今回の登録に先駆け
て栄誉ある賞を賜りました。
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長
浜
曳
山
祭　

関
連
年
表

一
〇
六
九
年　

長
濱
八
幡
宮
が
で
き
た
と
伝
え
ら
れ
る

一
五
七
四
年　

こ
の
頃
太
刀
渡
り
が
整
え
ら
れ
た
と
さ
れ
る

一
六
四
六
年　

太
刀
渡
り
が
町
年
寄
十
人
衆
か
ら
長
刀
組
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
変
わ
っ
た
と
さ
れ
る

一
七
四
五
年　

宮
町
組
山
（
高
砂
山
）
が
最
初
に
建
造
さ
れ
た
と
い
う

　
　
　
　
　
　

19
世
紀
前
半
ご
ろ
ま
で
に
13
基
建
造
さ
れ
た

一
八
四
〇
年　

日
本
各
地
の
芝
居
１
３
２
箇
所
の
見
立
て
番
付
で
西
の
三
段
目
と
な
る

一
九
一
七
年　

12
基
の
曳
山
が
出
場
し
、
狂
言
を
行
っ
た
最
後
の
年

一
九
一
八
年　

第
一
次
世
界
大
戦
の
た
め
中
止

一
九
一
九
年　

出
番
山
６
基
交
替
と
な
る

一
九
三
七
年　

第
二
次
世
界
大
戦
の
た
め
11
年
間
奉
納
狂
言
が

　
　
　
　
　
　

途
絶
え
る

一
九
四
八
年　

市
制
５
周
年
を
記
念
し
て
高
砂
山
、
孔
雀
山
、

　
　
　
　
　
　

常
磐
山
で
狂
言
を
行
う

一
九
五
〇
年　

曳
山
巡
行
と
子
ど
も
狂
言
が
長
濱
八
幡
宮
の
春
の
祭
と
し
て
復
興

　
　
　
　
　
　

出
番
山
は
３
基
交
替
と
な
る

一
九
五
二
年　

曳
山
巡
行
、
太
刀
渡
り
と
も
に
４
月
15
日
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る

一
九
五
四
年　

出
番
山
が
４
基
交
替
と
な
る

一
九
六
七
年　

長
浜
曳
山
祭
協
賛
会
結
成
さ
れ
る

一
九
七
一
年　

長
浜
曳
山
狂
言
が
国
の
無
形
文
化
財
と
し
て
選
択

　
　
　
　
　
　

さ
れ
る

　
　
　
　
　
　

長
浜
曳
山
祭
囃
子
保
存
会
結
成
さ
れ
る

一
九
七
九
年　

長
浜
曳
山
祭
が
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

　
　
　
　
　
　

に
指
定
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　

以
後
５
年
連
続
で
全
基
が
出
場
す
る

　
　
　
　
　
　

長
浜
曳
山
祭
保
存
会
が
結
成
さ
れ
る

一
九
八
四
年　

長
浜
曳
山
祭
の
保
存
活
動
が
サ
ン
ト
リ
ー
文
化
財
団
の
地
域
文
化
賞
を
受
賞

一
九
八
五
年　

長
浜
曳
山
祭
の
13
基
の
山
車
と
13
の
山
蔵
が
滋
賀
県

　
　
　
　
　
　

有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る

一
九
八
八
年　

三
番
叟
演
者
が
公
募
と
な
る

一
九
九
〇
年　

三
役
修
業
塾
が
開
講
さ
れ
る

一
九
九
一
年　

全
国
曳
山
子
ど
も
歌
舞
伎
サ
ミ
ッ
ト
が

　
　
　
　
　
　

長
浜
で
開
催
さ
れ
る

一
九
九
三
年　

長
浜
市
制
50
周
年
を
記
念
し
、
修
理
中
の
鳳
凰
山

　
　
　
　
　
　

を
除
く
12
基
が
勢
揃
い
す
る

　
　
　
　
　
　

曳
山
子
ど
も
歌
舞
伎
の
ア
メ
リ
カ
公
演

　
　
　
　
　
　
（
ワ
シ
ン
ト
ン
D.C.
と
ミ
シ
ガ
ン
州
で
披
露
）

二
〇
〇
〇
年　

曳
山
博
物
館
開
館

二
〇
〇
六
年　

長
浜
市
・
浅
井
町
・
び
わ
町
の
合
併
を
記
念
し
、

　
　
　
　
　
　

全
13
基
が
御
旅
所
に
勢
揃
い
す
る

二
〇
〇
七
年　

長
濱
八
幡
宮
別
表
神
社
昇
格
を
祝
い
90
年

　
　
　
　
　
　

ぶ
り
に
同
宮
に
12
基
が
勢
ぞ
ろ
い
す
る

二
〇
一
〇
年　

長
浜
市
と
湖
北
６
町
の
合
併
を
記
念
し
、

　
　
　
　
　
　

修
理
中
の
月
宮
殿
を
除
く
12
基
が
御
旅
所

　
　
　
　
　
　

に
勢
ぞ
ろ
い
す
る

二
〇
一
四
年　

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の

　
　
　
　
　
　
「
山
・
鉾
・
屋
台
行
事
」
を
グ
ル
ー
プ
化
し
て
、

　
　
　
　
　
　

無
形
文
化
遺
産
登
録
を
ユ
ネ
ス
コ
に
提
案

　
　
　
　
　
　

ユ
ネ
ス
コ
の
審
査
件
数
を
上
回
る
提
案
件
数

　
　
　
　
　
　

が
あ
っ
た
た
め
「
山
・
鉾
・
屋
台
行
事
」
の

　
　
　
　
　
　

審
査
が
１
年
先
送
り
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　

長
浜
曳
山
祭
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
推
進

　
　
　
　
　
　

会
議
発
足

二
〇
一
五
年　

文
化
審
議
会
世
界
文
化
遺
産
・
無
形
文
化
遺
産

　
　
　
　
　
　

部
会
に
お
い
て
、「
山
・
鉾
・
屋
台
行
事
」
の

　
　
　
　
　
　

再
提
案
を
決
定

二
〇
一
六
年　

高
円
宮
殿
下
記
念
地
域
伝
統
芸
能
賞
受
賞

　
　
　
　
　
　

長
浜
曳
山
祭
が
全
国
32
の
山
・
鉾
・
屋
台
行
事

　
　
　
　
　
　

と
と
も
に
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
る

曳
山
行
事
の
紹
介

曳
山
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

明治41年秋長浜曳山祭

曳
山
交
替
式
（
４
月
第
１
土
曜
）

出番の曳山が山蔵に戻
り、次年度出番の曳山
が博物館に入ります。

裸
参
り
（
４
月
９
日
〜
12
日
）

午後８時頃から、若衆
が役者の健康と狂言奉
納のくじ順を祈願しま
す。

御
幣
迎
え
（
４
月
13
日
）午前７時、曳山に飾る

神移しをした御幣を長
濱八幡宮まで迎えに行
く儀式です。

登
り
山
（
４
月
14
日
）

昼過ぎから子ども役者
を乗せた曳山が４番山
から順に八幡宮の境内
に入ります。

朝
渡
り
（
４
月
15
日
）

午前８時頃、舞台衣装
の子ども役者が夕渡り
とは逆の順路で八幡宮
へと歩きます。

奉
納
狂
言
（
４
月
15
日
）長濱八幡宮でくじ順に

４つの山組が狂言を奉
納します。その後参道
や御旅所で上演します。

戻
り
山
（
４
月
15
日
）

神輿が帰ると、長刀組
を先頭に曳山が順番に
御旅所から各町内へと
戻ります。

　

長
浜
曳
山
祭
は
豊
臣
秀
吉
が
長
浜
城
主
の
時
、
戦
乱
で
荒
廃
し
た
長
濱

八
幡
宮
を
再
興
し
た
際
、
八
幡
宮
ゆ
か
り
の
源
義
家
の
凱
旋
の
様
子
を
再

現
し
た
太
刀
渡
り
が
は
じ
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
太
刀
を
飾
る

曳
山
１
基
と
子
ど
も
狂
言
の
舞
台
を
備
え
た
曳
山
が
12
基
あ
り
ま
す
。
毎

年
、
長
刀
組
は
太
刀
渡
り
を
行
い
、
12
基
の
曳
山
は
４
基
交
替
で
子
ど
も

狂
言
を
奉
納
し
て
い
ま
す
。

線
香
番
（
４
月
９
日
）

４月９日總当番が各山
組の稽古場を訪問。狂
言の時間をはかります。

神
輿
渡
御
（
４
月
12
日
）夕方長濱八幡宮から御

旅所へ神輿が出発。15
日まで神輿は御旅所に
あります。

籤
取
り
式
（
４
月
13
日
）出番山の順番を決める

ため、籤取り人が、午
後１時に八幡宮で籤を
引きます。

夕
渡
り
（
４
月
14
日
）

午後７時、八幡宮から
曳山博物館まで子ども
役者が舞台衣装で行列
します。

太
刀
渡
り
（
４
月
15
日
）力士に先導され、甲冑

姿で長い太刀を持つ子
ども武者たちの行列。
長浜曳山祭の始まりと
されています。

神
輿
還
御
（
４
月
15
日
）御旅所で子ども狂言が

終わると、神輿が八幡
宮へ帰っていきます。

御
幣
返
し
（
４
月
17
日
）16 日に各山組で子ど

も狂言を演じた後、17
日朝、御幣を各山組か
ら八幡宮へ返します。

保存会のしゃぎり指導 市制5周年記念三役修業塾発表会子ども歌舞伎サミット子ども歌舞伎アメリカ公演ユネスコ登録推進事業
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29
(木)

30
(金)

31
(土)

１
(日)

２
(月)

３
(火) 備　　　　考 29

(木)
30
(金)

31
(土)

１
(日)

２
(月)

３
(火) 備　　　　考

新成人を祝うつどい　１月８日(日)

年末年始窓口のご案内
◆市・行政機関など

下表■は業務を休みます。 12月29日(木)～１月３日(火)の市役所や行政機関についてお知らせします。

戸籍、住民票、
税関係証明、
印鑑登録証明等

戸籍の届出　
(出生、婚姻、 
死亡届等）　

毎日受け付けます

コンビニ交付
サービス

ごみ持込み 持込み可

通常どおり

通常どおり利用できます

通常どおり利用できます

通常どおり利用できます

通常 １日は予約の受付(８時30分～17時15分)のみ行います。受付
のみ

し尿

斎場

上下水道

西駐車場

東駐輪場

東駐車場

東駐輪場

長浜駅

田村駅

可燃

不燃
プラスチック
製容器包装

粗大
不燃

通常 通常

ごみ
収集

収集は28日までです。申込みはお早めに。
【長浜地域】
　(株)ライフリリーフ(☎６２－１３５６)
　橋本クリーン産業(株)(☎６２－４０９５)
【浅井・虎姫・湖北・びわ地域】
　(株)テックアシスト(☎７４－８４４４)
【高月・木之本・余呉・西浅井地域】
　(有)伊香清掃センター(☎８２－２２０８)
　(株)日の丸清掃社(☎８２－３１７９)

＜水道＞
○長浜水道企業団 (☎６２－４１０１)
　【長浜・虎姫・びわ・浅井・湖北・高月・木之本の一部
　 (伊香具・木之本学区、大見を除く高時学区 )地域】
　　※年末年始は、使用開始・中止の電話受付と緊急対応業務のみ。
○北部振興局上下水道課 (☎８２－４１１１)※北部振興局代表
　【木之本の一部 (杉野学区、高時学区のうち大見地区 )、余呉、
　 西浅井地域】　
　　※年末年始は、緊急対応業務のみ。

＜下水道＞
○上下水道課 (☎６２－４１１１)※市役所代表
　【長浜・虎姫・びわ・浅井・湖北地域】　
　　※年末年始は、緊急対応業務のみ。
○北部振興局上下水道課 (☎８２－４１１１)※北部振興局代表
　【高月・木之本・余呉・西浅井地域】　
　　※年末年始は、緊急対応業務のみ。    

※年始は４日から通常どおり収集します。
※収集日の８時30分までに、決められた集積所に分別して
　出してください。

湖北広域行政事務センター業務課(☎６２－７１４３)
環境保全課(☎６５－６５１３)

29日～３日は管理人不在です。
長浜駅西駐車場管理棟(☎６５－５５８５)

29日～３日は管理人不在です。
田村駅東駐輪場事務室(☎６５－４６４４)

31日～３日は管理人不在です。
長浜駅東自転車駐車場管理室(☎６３－７０３９)

○クリスタルプラザ(八幡中山町☎６２－７１４１)
○クリーンプラント(大依町☎７４－３３７７)
○伊香クリーンプラザ(西浅井町沓掛☎８８－００８８)
※年始は４日から通常どおり受付します。

年末年始に必要な人は、28日までにお取り
ください。

◆医療機関診療

◆歯科救急診療

市立
病院・診療所

長浜米原
休日急患診療所

○市立長浜病院(☎６８－２３００)
○長浜市立湖北病院(☎８２－３３１５)
○浅井診療所(☎７４－１２０９)
○浅井東診療所(☎７６－８１１１)
○浅井歯科診療所(☎７４－２２８１)
○中之郷診療所(☎８６－８１０５)
○中之郷歯科診療所(☎８６－８１２０)
○塩津診療所(☎８８－０３４１)
○永原診療所(☎８９－００１２)

30日～１月３日の日中(８月30分～17時30分)は、入院の
必要がある場合を除いて、内科・小児科の受診は原則として
長浜米原休日急患診療所をご利用いただきますよう、ご協力
をお願いします。
市民：市立長浜病院(☎６８ー２３００)
日赤：長浜赤十字病院(☎６３－２１１１)　

長浜米原休日急患診療所(☎６５－１５２５)
【受付時間】８時30分～11時30分
　　　　　　12時30分～17時30分
【診 療  科】 内科・小児科
【と こ  ろ】 湖北医療サポートセンター
          　　　「メディサポ」内
　　　　　　(宮司町1181－2)　

市役所代表
(☎６２－４１１１)

【本庁・北部振興局】24時間
【各支所】８時30分～17時15分　
　　審査の結果、内容に不備があった場合、
　後日訂正をお願いすることや、お預かりし
　た日付で受理できない場合があります。

機器のメンテナンスのため、交付できません。
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小児救急診療 日赤

小児科以外
の救急

日赤 市民 日赤 市民 日赤

日赤 市民 日赤 市民 日赤 市民

医　療　機　関

近江スミダ歯科医院(米原市宇賀野)

小山内歯科医院(内保町)

伊藤デンタルクリニック(米原市梅ヶ原) 

小山内歯科医院(内保町)

藤井歯科医院(朝日町)

澤歯科医院(加納町)

診療日

29日(木)

30日(金)

31日(土)

電話番号

☎５２－４１８１

☎７４－３２３１

☎５２－４１０２

☎７４－３２３１

☎６３－１８７０

☎６５－５４５４

医　療　機　関

澤歯科医院(加納町)

本康歯科クリニック(曽根町)

本康歯科クリニック(曽根町)

診療日

１日(日)

２日(月)

３日(火)

電話番号

☎６５－５４５４

☎７２－５２２２

☎７２－５２２２

【受付時間】10時～16時

【対　象】
平成８年４月２日～平成９年４月１日の間に生ま
れた市内在住もしくは市内出身の人
【と　き】１月８日(日)
〇受　付
　12時30分～13時
〇式典・交歓のつどい
　13時～14時30分
【持ち物】
案内はがき

会場・問合せ
■長浜会場(長浜ロイヤルホテル)
西中、北中、東中、南中、浅井中、びわ中、
虎姫中、湖北中学校区在住または出身の人
■問 生涯学習課(☎６５－６５５２)
■伊香会場(木之本スティックホール)
高月中、木之本中、杉野中、鏡岡中、
西浅井中学校区在住または出身の人
■問 北部振興局地域振興課(☎８２－５９００)

　新成人の皆さんを祝福する「新成人を祝うつどい」を開催します。
　住所や出身中学校によって会場が異なりますので、事前に郵送された案内はがきをご確認いた
だき、お間違えのないよう注意してください。



長
浜
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

一
日
年
金
相
談
所
の
開
設

男
女
共
同
参
画
推
進
標
語

　
　
　
　
　

最
優
秀
作
品
決
定

育
児
休
業
代
替
任
期
付
職
員

（
正
規
）
を
募
集
し
ま
す

　

平
成
28
年
分
の
確
定
申
告
書
等
の
作
成
会
場
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
で
。

【
開
設
期
間
】

①
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税

　

平
成
29
年
２
月
16
日
（
木
）
〜
３
月
15
日
（
水
）

②
贈
与
税

　

平
成
29
年
２
月
１
日
（
水
）
〜
３
月
15
日
（
水
）

【
と
こ
ろ
】
長
浜
税
務
署
（
高
田
町
）

【
開
設
時
間
】
９
時
〜
17
時　

※

土
日
祝
日
は
除
く
。

※

確
定
申
告
書
等
の
作
成
会
場
の
相
談
受
付
は
16
時
ま

　

で
で
す
。

※

申
告
期
限
の
３
月
15
日
（
水
）
間
際
は
混
雑
が
予
想

　

さ
れ
る
の
で
、
申
告
は
早
め
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

※

相
続
税
の
相
談
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前
予
約
制
と

　

な
り
ま
す
の
で
、
資
産
税
担
当
（
☎
６
２―

６
１
８
６
）

　

ま
で
。

　

年
金
事
務
所
で
は
、
次
の
日
程
で
一
日
年
金
相
談
所

（
予
約
制
）
を
開
設
し
ま
す
。

【
と　
き
】
平
成
29
年
１
月
19
日
（
木
）
10
時
〜
16
時

【
と
こ
ろ
】
市
役
所
本
庁
舎　

西
館
５
階　

　
　
　
　
　

５―

Ｄ
会
議
室

【
申
込
み
】
平
日
の
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
に
、
左
記
の
予

　
　
　
　
　

約
専
用
電
話
で
１
月
12
日
（
木
）
ま
で
に
お

　
　
　
　
　

申
込
み
く
だ
さ
い
。

【
予
約
専
用
電
話
】
彦
根
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　

 

（
☎
０
７
４
９―

２
３―

５
４
８
９)

※

こ
の
電
話
で
は
予
約
以
外
の
用
件
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

乗
る
な
ら
飲
む
な
・
飲
む
な
ら
乗
る
な

　

飲
酒
運
転
が
関
係
す
る
悲
惨
な
交
通
事
故
が
後
を
絶
た
ず
、
大

き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
少
量
の
飲
酒
で
あ
っ
て
も
、

心
身
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
運
転
能
力
、
判
断
力
等
が
低
下
し
交
通

事
故
に
繋
が
り
ま
す
。
お
酒
を
飲
ん
だ
ら
、
絶
対
に
車
を
運
転
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

「
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動
」

　

自
動
車
で
仲
間
と
飲
食
店
な
ど
に

行
く
場
合
、
仲
間
同
士
や
飲
食
店
の

協
力
を
得
て
飲
ま
な
い
人
（
ハ
ン
ド

ル
キ
ー
パ
ー
）
を
決
め
、
そ
の
人
は

お
酒
を
飲
ま
ず
、
仲
間
を
安
全
に
自

宅
ま
で
送
り
届
け
る
と
い
う
も
の
で

す
。
「
乗
る
な
ら
飲
む
な
、
飲
む
な

ら
乗
る
な
」
を
実
践
し
、
飲
酒
し
た

人
に
ハ
ン
ド
ル
を
握
ら
せ
て
は
い
け

ま
せ
ん
。

　

警
察
署
で
は
、
企
業
・
事
業
所
・

酒
類
を
提
供
す
る
飲
食
店
な
ど
を
は

じ
め
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ま
に
、
ハ

ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動
へ
の
取
り
組

み
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
標
語
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
多
数
の
ご
応

募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
優
秀
作
品
が
決
定
し
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

作
品
は
今
後
、
様
々
な
啓
発
活
動
に
活
用
し
ま
す
。

　

手
を
繋
ぎ　

互
い
を
尊
重　

生
き
生
き
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
納
町　

宮
本 

増
夫 

さ
ん

　

育
児
休
業
を
取
得
す
る
職
員
の
代
替
職
員
と
し
て
勤

務
す
る
正
規
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

【
職　

種　

等
】
一
般
事
務
職
（
上
級
）

※

任
期
は
最
長
３
年

【
第
１
次
試
験
日
】
平
成
29
年
１
月
15
日
（
日
）

【
試
験
会
場
】
市
役
所
本
庁
舎

【
採
用
予
定
人
員
】
３
人
程
度

【
申　

込　

み
】
12
月
28
日
（
水
）
ま
で
に
受
験
申
込
書

　
　
　
　
　
　
　
　

を
直
接
ま
た
は
郵
送
で
左
記
ま
で
。

※

受
験
案
内
・
受
験
申
込
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
人
事

　

課
、
北
部
振
興
局
お
よ
び
各
支
所
に
あ
り
ま
す
。

申
込
先

長
浜
市
職
員
選
考
委
員
会
〈
東
館
４
階
人
事
課
内
〉

〒
５
２
６―

８
５
０
１　

八
幡
東
町
６
３
２

長
浜
・
木
之
本
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

飲
酒
運
転
の
根
絶
に
つ
い
て

平成28年の市内交通事故状況（11月20日時点）
　  交通事故件数 　348件（前年比－15件）
  　死者数　　　　　７人（前年比＋３件） 
  　傷者数　　　 　403人（前年比－48人）
  　※飲酒運転による事故が３件発生しており、
  　　死者１人、傷者２人となっています。
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問

長
浜
税
務
署
（
☎
６
２
ー
６
１
４
４
）

問

彦
根
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

（
☎
０
７
４
９
ー
２
３
ー
１
１
１
６
）

問

市
民
活
躍
課
（
☎
６
５
ー
８
７
１
１
）

問

人
権
施
策
推
進
課
（
☎
６
５
ー
６
５
６
０
）

問

人
事
課
（
☎
６
５
ー
６
５
０
２
）

　市は、NPO法人や市民活動団体等による社会貢献活
動、団体と市等が協働して実施する事業を支援するた
め、平成29年度に予定されている事業に対し補助金を
交付します。(市議会で平成29年度予算が可決される
ことが前提となります。)

【対　象】
　事業所の所在地または活動拠点が市内にある市民活
動団体(NPO法人またはそれに準ずる団体)で、社会貢
献活動を行い、募集要項に定める要件を満たす団体。

【助成内容】
①事業支援
　市民活動団体が自主的に行う活動で、継続性が期待
される事業への助成(限度額は１事業20万円、補助率
2/3以内)
②協働事業支援
　市民活動団体が他の組織と協働して行う事業への助
成(限度額は１事業30万円、補助率2/3以内)

※①・②ともに、継続事業は３年まで。継続時審査あ
　り。
※平成29年度(平成29年４月１日～平成30年３月31日)
　に実施する事業が対象です。

【選定方法】
　書類審査・プレゼンテーション(事業の概要説明やPR)
※プレゼンテーションは２月下旬～３月上旬に実施予
　定。

【応募方法】
　申請書と必要書類を直接もしくは郵送で下記まで。
※募集要項は、市民活躍課・北部振興局・各支所、各
　公民館の案内窓口にあります。また市ホームページ
　からダウンロードすることもできます。

【募集期間】
　平成29年１月４日(水)～１月31日(火)

応募先
市民活躍課〈西館3階〉
〒526-8501 八幡東町632
☎６５－８７２２

第
66
回　

長
浜
盆
梅
展

１
月
７
日
（
土
）
開
幕
し
ま
す

第
66
回　

長
浜
盆
梅
展

１
月
７
日
（
土
）
開
幕
し
ま
す

問

長
浜
観
光
協
会
（
☎
６
５
ー
６
５
２
１
）

【
と
　
き
】
平
成
29
年
１
月
７
日
（
土
）
〜
３
月
12
日
（
日
）

 　
　
　
　

９
時
〜
17
時
（
入
館
は
16
時
30
分
ま
で
）

【
と
こ
ろ
】
慶
雲
館
（
港
町
）

【
観
覧
料
】
大
人
５
０
０
円　

小
中
学
生
２
０
０
円

長
浜
盆
梅
展
句
会
ラ
イ
ブ

　

夏
井
い
つ
き
先
生
の
句
会
ラ
イ
ブ
を
好
評
に
つ
き
今
年
も
開
催
し
ま
す
。

参
加
者
募
集
中
で
す
。

Ｖ
ｏ
ｌ
・
１

【
と
　
き
】
平
成
29
年
１
月
28
日
（
土
）
10
時
〜
13
時

【
と
こ
ろ
】
北
ビ
ワ
コ
ホ
テ
ル
グ
ラ
ツ
ィ
エ
（
港
町
）

【
参
加
費
】
５
，０
０
０
円
（
特
製
ラ
ン
チ
、
盆
梅
展
チ
ケ
ッ
ト
付
）

【
定
　
員
】
１
５
０
人
（
先
着
順
）

Ｖ
ｏ
ｌ
・
２

【
と
　
き
】
平
成
29
年
１
月
28
日
（
土
）
14
時
30
分
〜
16
時
30
分

【
と
こ
ろ
】
臨
湖
（
港
町
）

【
参
加
費
】
１
，５
０
０
円

【
定
　
員
】
２
０
０
人
（
先
着
順
）

【
申
込
み
】
電
話
で
左
記
ま
で
。

申
込
先

長
浜
観
光
協
会

☎
６
５―

６
５
２
１

１枚につき２人まで２割引きで入場
できます。
【有効期限】
　１月７日(土)～３月12日(日)

  

 ※点線で切り取ってお持ちください。

第66回 長浜盆梅展観覧割引券

平成29年度市民活動団体支援事業を募集します！
問 市民活躍課（☎６５ー８７２２）

広報ながはま　2016年12月15日９
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本 
お知らせお知らせ

各館の開館カレンダー　※年末は12月27日まで、年始は１月５日から開館します。(休館日の館を除く) 　●は休館日

【開館時間】
長浜図書館  ☎63－2122 【平日：10時～19時 土日祝：9時～18時】 浅井図書館  ☎74－3311 【10時～18時】
びわ図書館  ☎72－4305 【10時～18時 金曜のみ：10時～20時】 虎姫図書館  ☎73－2335 【10時～18時】
湖北図書館
長浜市立図書館メールアドレス：tosyokan@city.nagahama.lg.jp

  ☎78－1687 【10時～18時】   高月図書館  ☎85－4600 【10時～18時】

◆図書館サイトへは… 長浜市立図書館 検索

平成28年度　つなごう！子どもと本～「けやきっ子プロジェクト」～

  「けやきっ子読書カード」を始めます。
　
　子どもが読書をより楽しめるように、「けやきっ子読書カード」
を作りました。
　カードには借りた本のタイトルなどが印刷されるほか、「おも
しろかった度チェック」や「ひとことメモ欄」などがあり、集め
ると自分だけの読書の記録ができあがります。
　表紙とカードは、希望する小学生に配付します。
【配布開始】12月24日(土)
【受付場所】市内各図書館のカウンター
【対　　象】市内の小学生

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ブックスタートボランティアをしてみませんか。
           　　　　～養成講座を開講します～

　赤ちゃんの毎日が、絵本を使った優しい
語りかけで満たされ、健やかなものになる
よう願っておこなうブックスタート。その
メッセージと絵本を手渡す活動のための講
座です。
　図書館職員やボランティアの人と一緒に
活動しませんか?
【申込み】12月24日(土) 10時から電話か
　　　　　直接各図書館まで。

 

月１月12

　長浜
　浅井
　びわ
姫　虎
湖北
月　高

15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

1   2   3   4   5   6   7   8   9  10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20  

 

毎月第３日曜日は「けやきっ子読書の日」
 　　今回は １月15日(日)
 　

←

と　き

1月20日(金)
13時～15時30分

１月23日(月)
13時～15時

1月26日(木)
13時～15時

ところ

長浜
図書館

保健
センター

　　　　　内　容

・ブックスタートって何？　　　 
・乳幼児の発達と乳幼児健診　　

・ボランティア活動について　
・赤ちゃんと楽しむ絵本　　　

・ブックスタート見学　　　　
・先輩ボランティアとの交流会

※A６サイズです。サンプルのため 実際と
　一部異なる場合があります。

●

●
●

●
●

●

●
●

●

●
●
●
●
●
●

●
●
●
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●
●
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●
●
●
●
●
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●
●
●

●
●
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●
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●
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●

●
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●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●
●

●
●

●

●

●

●

●

●
●

●
●

●

●

●

●

●
●

※今月の「新しく入った本から」はお休みします。
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乳がんの早期発見には「乳がん検診」と「乳房自己触診」を！
　乳がんの早期発見のためには２年に１回の検診と月に１回の自己触診が有効です。
　乳がんは自己触診で異変に気付くことができるがんです。自己触診の合言葉は「さしみ」。
つまり「さわってみる」「しぼってみる」「みてみる」ことが大切です。市では40歳以上の女
性を対象に医療機関での乳がん検診を実施しています。
　ご予約は健康推進課(☎６５－７７５９)まで。

ノロウイルスによる感染症を予防しましょう！
　ノロウイルスによる感染性胃腸炎や食中毒は、一年を通して発生していますが、特に冬季に流行しま
す。(県からノロウイルス食中毒注意報が発令された場合は、ホームページでお知らせします)
　ノロウイルスは手や食べ物を通して、口から感染し、腸の中で増え、下痢やおう吐などの症状を起こ
します。症状がある時は早めに医療機関を受診しましょう。

ほけん
だより

長浜市保健センター（健康推進課）

小堀町32番地3（ながはまウェルセンター1階）
☎６５－７７５１（母子保健について）
☎６５－７７５９（成人保健について）
☎６５－７７７９（その他）

保健センター高月分室（北部健康推進センター）

高月町渡岸寺160（高月支所西側）
☎８５－６４２０

ほけん
だより

検診啓発マスコットキャラクター
   「しがのハグ&クミ」

○さ わってみる
　指を3本そろえ、指の腹で
乳房を軽く押さえるように触
れ、しこりがないか確認する。

○し ぼってみる
　乳首を軽くつまみ、異常な
分泌物(血液が混ざったよう
なもの) が出ないか確認する。

○み てみる
　鏡の前で、両腕を上げたり下げ
たりして、乳房にくぼみやひきつ
れ、変色などがないか観察する。

手洗いをしっかり
しましょう。
　消毒用アルコールは
ノロウイルスには効果
がありません。石鹸で
30秒以上かけて丁寧に
手を洗いましょう。

食品の加熱は、中
心部までしっかり
と行いましょう。
（85度で1分以上）

調理器具は使用
後に洗浄・殺菌し
ましょう。

下痢の便やおう吐
等の処理は、換気
を十分に行い、手
袋・マスク着用で
行いましょう。

福
祉
医
療
費
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

子
ど
も
医
療
費
を
助
成
し
て
い
ま
す

　

小
中
学
生
の
保
険
診
療
分
入
院
費
（
部
屋
代
・
食
事
代

等
を
の
ぞ
く
）
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
者
】
市
内
在
住
の
小
中
学
生
（
保
護
者
も
市
内
在
住
）

【
持
ち
物
】
領
収
書
原
本
、
印
鑑
、
保
護
者
の
振
込
先
口

　
　
　
　
　

座
を
確
認
で
き
る
も
の
、
健
康
保
険
証

福
祉
医
療
費
の
償
還
払
い
（
払
い
戻
し
）
に
つ
い
て

　

福
祉
医
療
費
助
成
対
象
者
に
つ
い
て
、
左
記
に
当
て
は

ま
る
と
き
は
、
支
払
わ
れ
た
医
療
費
の
払
い
戻
し
申
請
を

受
け
付
け
ま
す
。

【
対
象
と
な
る
場
合
】

①
県
外
で
受
診
さ
れ
た
と
き
、
も
し
く
は
受
給
券
を
提
示

　

せ
ず
に
受
診
し
、
保
険
診
療
分
を
自
己
負
担
し
た
と
き

②
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
65
歳
〜
74
歳
の
人
に
発
行
し
て

　

い
る
福
祉
医
療
券
を
お
持
ち
の
人
に
つ
い
て
、
１
か
月

　

の
医
療
費
が
一
定
の
限
度
額
を
超
え
る
と
き

※

詳
し
く
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
持
ち
物
】
領
収
書
原
本
、
印
鑑
、
振
込
先
口
座
（
未
成
年

の
場
合
は
保
護
者
の
口
座
）
を
確
認
で
き
る

も
の
、
健
康
保
険
証
、
福
祉
医
療
費
受
給
券

※

加
入
し
て
い
る
社
会
保
険
等
か
ら
高
額
療
養
費
・
附
加

　

給
付
金
等
が
支
給
さ
れ
る
場
合
は
、
支
給
決
定
後
に
申

　

請
を
受
け
付
け
ま
す
。
手
続
き
の
際
に
は
支
給
さ
れ
た

　

額
の
わ
か
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※

申
請
期
限
は
支
払
後
５
年
間
で
す
。

申
請
先

　

保
険
医
療
課
〈
東
館
１
階
〉

　

北
部
振
興
局
福
祉
生
活
課
・
各
支
所

問

保
険
医
療
課
（
☎
６
５
ー
６
５
２
７
）
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乳幼児健診・予防接種 受付時間13時～14時15分　受付開始13時までは並んでお待ちください。

そだちっこ広場

【対　象】　 市内にお住まいの妊婦さん ０歳～就学前のお子さんと保護者　
【と　き】 　受付 ９時30分～

 

　実演 10時～11時15分
【対　象】　おおむね５～８か月児(参加時)の保護者
【内　容】　離乳食の試食（保護者のみ）と話
【持ち物】　お子さんとお出かけの際に必要なもの
【申込み】　 開催日の３日前までに電話で健康推進課まで。

☆お住まいの地区以外の会場で受診される場合は、２日前までに連絡してください。

※できるだけその日の朝一番の尿を、清潔な容器に入れてお持ちください。

対　象 開催日 通訳 会　場
長浜・浅井・びわ・虎姫地区
にお住まいの人

12月22日
（木）

○ 保健
センター

湖北・高月・木之本・余呉・
西浅井地区にお住まいの人

12月21日
（水）

高月分室

健診・予防接種 対象児の生年月日

会場・実施日 持ち物
保健センター
長浜・浅井・
びわ・虎姫地区
（通訳あり）

高月分室
湖北・高月・
木之本・

余呉・西浅井地区

【共通】母子健康手帳
　　　質問票（予診票）

４か月児健診

Ｈ28年8月

Ｈ28年9月

Ｈ28年2月

Ｈ28年3月

Ｈ27年5月

Ｈ26年5月

Ｈ25年5月　　

１～15日生 12月16日(金)

12月19日(月)

１月25日(水)

１月26日(木)

12月14日(水)

12月15日(木)

１月23日(月)

１月24日(火)

１月17日(火)

１月18日(水)

１月６日(金)

１月10日(火)

１月19日(木)

１月20日(金)

12月21日(水)

１月27日(金)

12月26日(月)

１月30日(月)

12月22日(木)

１月31日(火)

１月16日(月)

１月12日(木)

１月13日(金)

バスタオル
16～31日生

１～15日生

16～30日生

10か月児健診

１～15日生

16～29日生

１～15日生

16～31日生

１歳８か月児健診
１～15日生

お子さんの歯ブラシとコップ
16～31日生

２歳８か月児健診
１～15日生 お子さんの歯ブラシとコップ

聴覚検査結果票16～31日生

３歳８か月児健診
１～15日生 お子さんの歯ブラシとコップ

お子さんの尿（※）16～31日生

BCG予防接種
１歳未満

（標準５～８か月） 体温計

問長浜市保健センター〈健康推進課〉☎６５－７７５１

☆４か月児健診 、10 か月児健診では「ブックスタート」の案内をしています。 

個別予防接種（無料）
○予防接種は計画的にすすめましょう
ヒブ、小児用肺炎球菌、B型肝炎、四種混合、麻しん・風しん、水痘、日本脳炎、
 二種混合は、かかりつけ医へ直接ご予約ください。
(詳細は健康づくり日程表をご覧ください)
【持ち物】母子健康手帳、保険証等住所の分かるもの、委任状(保護者以外が同伴の場合)

広報ながはま　2016年12月15日

月 火 水 木 金 土 日  
ンサンランド 
地福寺町（児童文化センター内） 
☎６２－３７１２ 
びのびらんど 
八木浜町（びわ認定こども園内） 
☎７２－８１７７ 

どもらんど 
佐野町（浅井子どもの館内） 
☎７４－４５６７ 
いあいらんど 
高月町渡岸寺（高月支所内） 
☎８５－５５７７ 

☆…申込みが必要 
★…自由参加 

月 月 11 サ 

の 

こ 

あ 

わんぱく広場(木之本)
10時～15時★

あ 

10時～15時★

ぴよぴよ広場(虎姫)
10時～15時★

あ 

赤ちゃんひろば　
10時～11時30分☆　

の 

親子リトミック
1歳6か月以上
10時30分～11時★

こ 

たのしく作ろう
10時～10時30分☆

サ ベビービクス
10時～10時45分☆

サ 
10時30分～10時50分★
おはなしタイムサ 

ゆめ広場(湖北)
10時～15時★　

あ 

にこにこおはなしタイム
10時30分～11時★

こ 

たけのこ広場(西浅井)
10時～15時★

あ 

13

カレンダーでは、会場や申込みの有無などを記号で表しています。 

●各図書館では、定期的に「はぐはぐおはなし会」を開催しています。
　赤ちゃんや幼児向けに読み聞かせや手遊び、ふれあい遊びなどを通して
　親子で楽しめますので、       お気軽にご参加ください。
　

おはなしタイム
１歳６か月～
10時30分～11時★　

の 

きらきら広場(余呉)あ 

おはなしタイムの 

はぐはぐおはなし会
10時30分～11時★

虎図

はぐはぐおはなし会
10時30分～11時★
　　　14時30分～15時★
　　　

長図

はぐはぐおはなし会
10時30分～11時★

湖図

はぐはぐおはなし会
10時30分～11時★　　　

浅図

はぐはぐおはなし会
10時30分～11時★

び図

広報ながはま　2016年12月15日

◆あいあい広場　参加者募集
【と　き】２月１日(水)　10時～11時30分(９時45分から受付)
【ところ】あいあいらんど　プレイルーム
【内　容】運動あそび・フォトスタンド作り
【対　象】１歳６ヶ月～未就園児とその保護者
【参加費】子ども１人100円(当日集金)
【申込み】１月17日(火)から電話または直接下記まで。
■問・■申 あいあいらんど子育て支援センター(☎８５－５５７７)

《休館のお知らせ》
　年始は全センター（サンサン・のびのび・こども・あいあい）ともに
休館となります。詳しい日程につきましては、各センターのカレンダー
・ホームページなどでご確認ください。

◆リフレッシュ講座　参加者募集
【と　き】１月26日(木)　10時30分～11時30分(10時15分から受付)
【ところ】高月公民館　調理室
【内　容】「おいしい　おやきを作ろう！！」
【講　師】酒井 ふき子 氏
【対　象】市内在住の未就園児保護者
【定　員】18人(先着順)
【参加費】大人１人100円(当日集金)
【託　児】18人(先着順・生後６ヶ月以上のお子さん)
　　　　　子ども１人100円(当日集金)
【申込み】１月12日(木)から電話または直接下記まで。
　　　　　(託児を希望される時は合わせてお申込みください)
■問・■申 あいあいらんど子育て支援センター(☎８５－５５７７)

振替休日

成人の日

全らんど休館

元　旦

4か月～１歳５か月
10時30分～11時★

おはなしタイムあ 
10時30分～11時★

わんぱく広場(木之本)
10時～15時★

あ 

きらきら広場(余呉)
10時～15時★

あ 

赤ちゃんおいで
10時30分～11時★　

こ 

ぴよぴよ広場(虎姫)
10時～15時★

あ 

リフレッシュ講座
10時30分～11時30分☆

あ 

親子リトミック
1歳6か月以上
10時30分～11時★

の 

らっこタイム
10時30分～10時50分★

サ 

ゆめ広場(湖北)
10時～15時★　

あ 

おはなしタイム
10時30分～11時★　

あ 

英語であそぼう
１０時30分～１１時★

サ 

のびのびあそび
２歳以上
10時30分～11時★

の のびのびあそび
１歳
10時30分～11時★

の 

おはなしタイム
10時30分～10時50分★

サ サンサン工作クラブ
13時30分～15時☆

サ たけのこ広場(西浅井)
10時～15時★

あ にこにこおはなしタイム
10時30分～11時★

こ 

ちびっこ広場
10時～11時☆

こ 

応援エクササイズ
10時～10時45分☆

サ 

10時30分～11時★
はぐはぐおはなし会高図



　　  教　室　名

はじめてのフィットネス
フラダンス教室

はじめての太極“舞”
タイチーダンス教室

対象

一
般

受講料

(８回)
5,200円

(10回)
7,200円

曜日・時間

水曜日
10時～11時30分

定員

各15人

　 講　  師

ＡＦＡＡ認定
藤本朋子 先生

ＡＤＩ認定
疋田幸子 先生

　　　  内　　　容

初心者のためのフィットネス
フラダンスの教室です。

音楽に合わせた太極拳舞踊
教室です。初心者大歓迎。

　教　室　名

おやこ ＤＥ 
あそビクス教室

対象

２,３歳児と
保護者

受講料

(８回)
5,200円

曜日・時間

金曜日
10時～11時

定員

15組
30人

　 講　  師

ＡＦＡＡ認定
藤本朋子 先生

　　　  内　　　容

音楽にあわせて親子で
楽しくリズム体操

　　  教　室　名

１０歳若返り美身体づくり
リンパストレッチ教室

姿勢改善・疲労回復
ストレッチポール教室

ビューティーヨガ教室
夜コース

ビューティーヨガ教室
昼コース

ボディーケアヨガ教室①

ボディーケアヨガ教室②

対象
　

一
般

女
性

一
般

受講料

(各10回)

7,200円

曜日・時間

木曜日
９時45分～10時45分

木曜日
11時～12時

水曜日
19時45分～21時

火曜日
13時30分～14時45分

月曜日
13時30分～14時45分

月曜日
15時～16時15分

定員

各20人

各30人

　 講　  師

フィットネス講師
森野善誠 先生

ヨガ講師
北　京子 先生

　　　  内　　　容

軽ストレッチでリンパ循環を改善
し美身体づくりを目指します。

ストレッチポールを使用し体幹筋力
アップと姿勢改善を目指します。

美しく健康な身体づくりに
最適なヨガ教室です。

体をほぐしながら補整していく
ヨガ教室です。

【申込み】12月20日(火)から長浜市民体育館にて申込受付を開始します。
　　　　 電話での申込みも可能。ただし定員になり次第受付終了となります。
※各教室の開講日程については下記までお問い合せ下さい。
※受講料は原則としてお返しできません。

問・申 長浜市民体育館 (☎６３－９８０６)

各教室 １～３月開講
記事広告
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市民の皆さんのサークル・団体が行う催しを掲載します。
掲載希望の人は、掲載希望号の１か月前までに市民広報課（☎６５－６５０４）までご連絡ください。

お知らせ
◆パスポートセンター「米原出張窓口」 
　年末年始、１月10日は休業
年末年始(12月29日～１月３日)と１月10
日(火)は休業します。米原出張窓口での
受付は、平日の火・水・木曜日です。
■問 滋賀県パスポートセンター
  (☎０７７－５２７－３３２３)

催　し
　　　　　　　　　　　 え    と　　  とり

◆シリーズ干支「酉」展
曳山「諫皷山」の胴幕に登場する鶏など、来
年の干支「酉」にまつわる資料を展示します。
【と　き】12月12日(月)～１月29日(日)
　　　　　  ９時～17時
【ところ】曳山博物館(元浜町)
【入館料】大人600円・小中学生300円
※長浜市・米原市の小中学生は無料
■問 曳山博物館(☎６５－３３００)

◆みずすまし30周年記念展示
市内の小学生からなる長浜市水生生物
少年少女調査隊「みずすまし」の30年
の軌跡などを紹介する展示を行います。
【と　き】１月14日(土)まで
【ところ】琵琶湖水鳥・湿地センター
　　　　　(湖北町今西)
■問 環境保全課
   (☎６５－６５１３)

講座・教室
◆滋賀高次脳機能障害リハビリテーション
　講習会
【と　き】１月14日(土)
　　　　　13時～16時(受付12時30分～)
【ところ】北ビワコホテルグラツィエ(港町)
【テーマ】「支える・支えあう」
　　　　　～高次脳障害とその家族～
【講　師】リハビリテーション科医師・
　　　　　家族支援専門看護師・臨床心理士・
　　　　　当事者とその家族
※参加無料・申込不要
■問 (一社)なないろ　脳外傷友の会「しが」
　  (☎/ FAX ６２－２８００)

◆能面打ち体験講座
【と　き】１月17日～４月４日
　　　　　　 (全て火曜日・全10回)
　　　　   各10時～13時
【ところ】今重屋敷能舞館(元浜町)
【内　容】能面を制作し、胡粉とニカワ、

水干絵の具を使用して彩色します。
【参加費】9,000円(木材・塗り材料費)
【講　師】能繖会　伊庭 貞一 氏ほか
【定　員】10人程度(先着順)
【持ち物】筆記用具・定規・はさみ・
　　　　　彫刻刀(希望者に斡旋あり)
【申込み】１月12日(木)までに、電話かFAX

またはメールで下記まで。
■問・■申 今重屋敷能舞館　
　　(☎/ FAX ５０－１２７２)
　　　noubukan@maia.eonet.ne.jp

　

募　集
◆しがの女性活躍応援フォーラム
　参加者募集
女性が多様な生き方や働き方を選択
し、持てる力を存分に発揮できる社
会の実現を目指して、フォーラムを
開催します。
【と　き】２月４日(土)
　　　　　10時～12時
【ところ】県立男女共同参画センター
　　　　　(近江八幡市鷹飼町)
【参加費】無料
【講　師】キャスター　国谷 裕子 氏
【定　員】300人(先着順)
【申込み】県庁女性活躍推進課のホー
　　　　　ムページで。
■問 滋賀県女性活躍推進課
   (☎０７７－５２８－３７７０)

不用品交換情報(11月25日現在)
◆ください（無料）
○ラジカセ○大正琴○保温ジャー○電気炊飯
器○天体望遠鏡○衣類乾燥機○電動ミシン○
折りたたみ自転車○臼と杵○二槽式洗濯機○
大人用三輪自転車○プリンター(Windows10
対応)○体重計○血圧計○NECのワープロ
◆あげます（無料）
○プラモデルキット○学習机
※現物は保管していません。
※市は取次ぎのみで、利用者双方の
　話合いで決定していただきます。
■問 環境保全課 (☎６５－６５１３)
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記事広告

（公財）長浜文化スポーツ振興事業団から、
講座・教室・イベントの情報を

お届けします！

【と　き】平成29年２月25日(土)　小学１～３年生の部
　　　　　　　　　 ２月26日(日)　小学４～６年生の部　
　※両日とも開会式は８時30分から
【ところ】浅井体育館(内保町)
【対　象】長浜市・米原市の小学生７～12人(ゴールキーパーを含む)で構成されたチーム
【定　員】小学１～３年生の部　12チーム(先着順)　　小学４～６年生の部　12チーム(先着順)
【参加費】3,100円(１チーム)
【その他】・同一チームで複数申し込む場合は、各部とも２チームまでのエントリーとします。
　　　　　・予選はリーグ戦を行い、上位チームで決勝トーナメントを行います。
【申込み】12月16日(金)から電話または直接下記まで。直接お越しの場合は参加費を添えて申込みください。 

　　　■問■・■申 長浜市浅井B&G海洋センター　　☎７４－３３５５
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杉野地区地協のこだわり米、
東京で販売開始

各種助成金の募集が行われ
ています！

問い合わせ
〇ながはま市民活動センター
 長浜市役所〈本庁３階〉
 平日  ８時３０分～１７時１５分
 〒５２６-８５０１　八幡東町６３２

〇北部サテライトセンター
 きのもと交遊館
 水・日曜日  ９時～２１時
 〒５２９-０４２５　木之本町木之本１１１８

　 ６５-６５２５
　 katsudou@city.nagahama.lg.jp

vol.9　　　　　　　　　　　　　　
平成28年

月12　　　　　

こんな活動してます！ 高時川の森と文化を継承する会（余呉町）

 ■問 横山 屯 さん
      (☎８６-３４５５)

　岐阜との県境を間近にし、横山岳を
はじめとする山々が迫る木之本町杉野
地域。
　農地の傾斜や獣害対策など平地より
農業条件が不利なうえ、高齢化などに
伴って耕作放棄地が増え、中山間地域
特有の課題を抱えています。そんなな
か、杉野地区地域づくり協議会では新
しい形の米づくりに2年前から取り組ん
でいます。
　農薬も肥料も使わない農法「自然栽
培」を行い、安心と安全な米という付
加価値で販売しようというもの。新潟
県の個人農家からアドバイスをもらい
ながら約46aでコシヒカリの栽培を始
めました。うち10aでは田んぼに常に
水をはった状態で生態環境を維持し、
田植え機やコンバインなど機械を一切
使わない方法に徹しました。

　今秋から東京の百貨店で、杉野産コ
シヒカリとして販売を開始。このうち
「あかのきせき」と命名したブランド
は市場価格の約15倍という高値ながら、
関心をもつ人も多く、栽培に関わるメ
ンバーは「今後は組合を組織するなど
して軌道にのせていきたい」と意気込
んでいます。

　市民活動の運営や拡大に不可欠とも
いえるのが、資金。有意義・効果的な
活動につなげるため助成金の活用はひ
とつの手段です。
　現在、県下各地で平成29年度分の各
種助成金の募集が行われています。助
成を行う主催者は企業、行政などがあ
り、金額や対象事業などが異なります。
自分たちの活動と助成条件を照らし合
わせ、最も適したものを選びましょう。
　ただし収入源を助成金だけに頼るこ
となく、会費や事業収入などでバラン
スよく構成することが必要です。「資

▲杉野産コシヒカリ
　として今後も展開。
　米本来の甘みが強
　く感じられる。

▲廃村になった余呉町小原に建てた活動拠点の小屋。
　源流地域で伝わってきた工法で手作りした

▲昔ながらの天日干し「ハサ掛け」で乾燥させた
　米もある

市民活動に関する作業や打ち合わせなどにご利用ください！

金は自ら調達する」意識が活動の継続
にあたっての大原則です。
　センターでも募集要項等資料を用意
しています。また相談も受け付けてい
ますのでお気軽にお問い合わせください。

■未来ファンドおうみ
(主催：淡海ネットワークセンター)
　県下のNPOや市民活動団体を支援
している同センターでは、多様な助
成金事業を紹介。未来ファンドおう
みは、企業や財団などによる寄付を
基金にし、複数の助成事業として展
開。教育や地域活性化、文化活動な
どを対象に全８種あり助成は10～
30万円。応募受付は平成29年1月
15日まで。詳細は同センター(☎０
７７―５２４―８４４０)へ。

■夏原グラント
(主催：平和堂財団）
　琵琶湖およびその流域において、
市民が主体となって取り組む環境保
全活動が対象で上限50万円。応募受
付は平成29年1月31日まで。詳細は
運営事務局のしがNPOセンター(☎
０７４８―３４―３０３３)へ。

※長浜市市民活動団体支援事業につ
　いては広報ながはま本号(９ペー
　ジ)に詳細を掲載しています。

　近畿地方の暮らしを支える大水脈、淀川水系。その流れの始まりは市北部を流
れる高時川です。高時川の源流地域である余呉町北部の山々には、トチノキの巨
木やブナの群生があり、付近の住民はこれらの広葉樹をくらしに活用し、自然と
共生する文化が育まれてきました。
　ライフスタイルの変化や高齢化で急速に山との関わりが薄れゆくなか、源流地
域独特の自然と文化を守り継承しようと、源流周辺出身者らで平成25年に結成。
　活動では、胸高での幹周り約３m以上のトチノキの保護と保全のため、生息位
置を確認し保存木表示看板の設置を行っています。これまでに約220本を確認し、
なかには滋賀県下最大、幹周り9.8mのものも発見されました。
　また雪深い土地ならではの保存食の文化を継承しようと、地元イベントなどで
トチ餅づくりの実演を行うことも。
　現在、会員は約20人。活動に共感し湖南市から通う20代女性もいます。代表
の横山屯さん(74)は「急峻な山へ入っての取り組みということもあり、若い世代
の協力があると心強いです」と話しています。


